




















































































































暮当 語 論 PARTIⅡ ETYMOLOGY
名 詞 Noln
代 名 詞 Verb









































いかに 『英吉利文典』 に拠 ったものであるかが窺えよう｡ なお古田





















まず最初に 『Ⅰニ1本文典』の ｢文典大旨｣と『英吉利文典』の "王NTROI
DUCTION"との関係について検討する｡






















































































































日-ク-一般形容詞､ (上巻四 トヒT表 ｡裏)
























物ノ順序ヲ列ヌルヲ圭 トスルヲ以､白差別アルナリ､｣(上巻四十･^ 7-裏 ◎
LJt‖弓l/T表)と定義しておりこの定義は 『英吉利文典』にある "TheCar-



























○②緋 詞ノ､､ ◎落ク言フ◎悪ク為ス ｡ノ如キ､動詞こ別フ者 ヲ論ジ､(後
略) (l二巻二十 ヒト裏)
○紬詞-其 ノ詞独立 クズ､毎二動詞ノ ヒエ森 リテ､以動詞ノ模様 ヲ精密こ
形スコト､猶形容詞ノ名詞二於ケルガ如キナリ､今其 ノ種類ヲ､紬二区分










○①後詞-､ ◎人- ｡是コソ◎ノ如キ､他ノ語ノ後こ着 ク晋 ヲ論 ジ､(級
略) (上巻二 卜Ll-裏)
ビ共･/他ノ詞こ陪シテ､以種々ノ意味ヲ形ス者ナ リ､Il
































典』に依拠 したものであるとは断定できない｡ しか しそれまでの品詞の関
係から見てもこれら二品詞だけを独立 して扱 うことは不自然であるため､
他の品詞に倣いその異同を比較 してみることにする｡
○③接続詞-､ ｡明クレバ則暮ル ｡ノ如キ､前後 ノ語 ヲ繋グ者 ヲ論 ジ









であった｡『日本文典』では ト ニー之 ヲ間投詞 トモ云フ｣ というように
｢間投詞｣ も挙げているが ｢感歎詞｣という名称は 『日本文典』が最初で
ある｡ただ ｢感嘆詞｣という名称は 『和蘭文典前編』(天保版) に既に見
えており､明治四年に伸 子された中金iE衡の 『大倭語学手引整』の中にも
挙がっている｡
○④感歎詞-､ ｡鳴呼 ｡曳 ｡ノ如キ､⑤不意こ④歎息 ヲナス者ヲ論ズ､
(上巻二+tT裏)
○感歎詞-､言語文章ノ中二森 リテ､ ｡善 ｡怒 ｡哀 ｡楽 B及 ビ｡罵誓 ｡驚
74
咳 ｡畏懐 ⑳叱唆 砂等ノ声ヲ用フルヲ云フ､-一二之ヲ間投詞 トモ云フ､⑤其











に関しては古田 (i978)の指摘のように､ピネヲ (オ) ◎カッケンボスの
英文典では単文 昏重文の二種類であり､後のスウィントンの英文典で初め








これに対して 『fー1本文典.』では ｢吾ガ図二於キテ､菖 トシテ論ズベキ者-､














分であり､そこでは ｢文｣と ｢文字｣と ｢文法｣との関係が詳しく言及さ
れているOまた名詞や代名詞の格などは､『小学日本文典』への批判をふ








































































｢合連 ｡決定 ｡原因 ･位地 ｡区分 ｡反対 ｡設有 ｡取捨 ｡説明｣と､感詞で










の相 別業1係などに注Eけ ることで､ 斬新で実狛 内な視点が､洋式 口本文典


























11-約 束朔(1957) ｢洋文典における-■轟 Il訳語の変遷と固定｣『香椎潟』3号
占川 東朔(1959a)｢中根淑 『日本文典.』の拠ったもの描解釈』5日=3･
轟日 東 朔(1959b)｢H二伸7義廉 『小学日本文典』の拠ったものJ『解釈』5巻3ぢト
[甜1 東朔(1959C)｢中根淑｣『実践 国 語』20巻231号





さんとう いさお 律‖二後期課程学 /LJ.)
